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1. はじめに 

近年，マイクロロボットはさまざまな分野での活躍が期待

されており，昆虫の機能を模倣し応用することで，小型であ

りながら優れたマイクロロボットを開発する研究がある[1]．

我々は生物の感覚器に存在する受容細胞に着目し，受容

細胞のアナログ電子回路モデル化をおこなった[2]． 

本稿では，太陽電池と受容細胞モデルを 1 つの集積回

路上にレイアウトし，内部で配線した受容細胞モデル IC を

作製した．実験の結果，光量の増減で受容細胞モデル IC

の出力周波数が変化することを明らかにしたので報告する． 

2. 太陽電池と受容細胞モデルを搭載した受容細胞モデル

IC 

受容細胞モデルは，我々が先に開発した細胞体モデル

をベースに設計したアナログ電子回路モデルである．受容

細胞モデルは，ある一定の VA と VPG を印可すると電気的な

パルスを出力する発振回路である．また，受容細胞モデル

は，VPG への印可電圧が増加するにつれて，出力周波数が

低くなる特性を持っている． 

今回作製した受容細胞モデル IC は，太陽電池と受容細

胞モデルを 1 つの集積回路上にレイアウトして作製した．ま

た，VPG を太陽電池から供給できるように，集積回路内部で

配線した．図１に作製した測定回路の回路図を示す． 

3. 測定結果 

受容細胞モデル IC 内部の VPG を測定し，VPG の値ごとに

voutからの出力周波数を記録した．図 2 に測定した VPGに対

す る 周 波 数 特 性 を 示 す ． 回 路 定 数 は そ れ ぞ れ ，

MOSFET:MRC1=W/L=3µm/10µm,MRC2=1.2/10,MRC3=10/1.2

,MRC4=27/1.0, キ ャ パ シ タ :CG=3.3nF,CM=1.8nF, 電

源:VA=2.95V とした．測定結果より，受容細胞モデル IC は

照射する光量の増加により出力周波数が減少する特性を

有することを確認した． 

4. まとめ 

本稿では，受容細胞モデルと太陽電池を 1 つの IC 上に

実装し，出力周波数が光量の増加により減少する特性を有

することを確認した．今後は，マイクロロボットに搭載するた

め受容細胞モデル IC と駆動回路の機能を統合し集積回路

化することを検討する． 
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図 2 VPGの変化に対する出力周波数特性 

図 1 太陽電池と受容細胞モデルを搭載し

た受容細胞モデルの回路図 
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